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「雷放電で拓く高エネルギー大気物理学」 
 

 
 

 

雷は人類が太古から知っている身近な自然現象であるにも関わらず、極

端な環境のため、いまだに未知の物理現象が隠されている。近年、雷や

雷雲の中で電子が加速されて生じるガンマ線が観測できるようになり

「高エネルギー大気物理学」という新分野が生まれようとしている。私

達は、冬季に日本海沿岸に発生する強力な雷放電に目をつけ、宇宙Ｘ線

の観測技術に加え、学術系クラウドファンディングやオープンサイエン

スも活用して、地上での放射線マッピング観測を進めている。その結

果、2017 年に、雷で光核反応が起きることを世界に先駆けて解明した

(Enoto et al., Nature 2017)。この新しい物理分野と今後の展開への見

込みを紹介したい。 
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